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（指導上のポイント） 

◆家族の中に小さい子どもやお年寄

りがいる場合、生徒自身が迎えに行

くことも考えさせる。 

◆自宅・学校・家族の職場近くや、

通勤通学途中にある避難所の場所を

家族で確認しておくよう指導する。 

（指導上のポイント） 

◆１７１の説明だけに終わらず、貼

り紙などでも、家族と連絡を取るこ

とができることを指導する。 

※災害用伝言ダイヤル体験可能な日 

・ 毎月 1日、15日 

0 時～24時 

・ 1 月 1日 0時 

～1 月 3日 24時 

・ 防災週間 

（8 月 30日 9時 

～9月 5日 17時） 

・ 防災とボランティア週間 

（1 月 15日 9時 

～1月 21日 17時） 

 

※上記例を参考に記載させてください。 

 

 

「ワークシート④ 家族の避難先を知って、連絡を取る」 

学習のねらい：１.災害時の家族の居場所と連絡先、避難行動を知る。 

２.災害用伝言ダイヤルなどを用いた災害時の連絡について学習する。 

例）津波てんでんこのように家族が信頼をもって避難

できるようになった。 

（活用例） 

・災害用伝言ダイヤル（１７１）に伝言をすることができるか練習する。 

・家に持ち帰り、家族で話し合って記入する。 


